
【トピックス】 

2007-08 冬期 雪崩発生状況（3/24 現在） 

今冬期は、11 月中旬の早い初雪の後少雪で

したが、2 月中旬から冬型の気圧配置となり、

山沿いでは豪雪に近い積雪となっていました。 

今冬の雪崩災害は、山岳地域における登山

者ならびにスキー場及びその周辺でスキー客

が雪崩に巻き込まれた事故が数多く発生しま

したが、集落周辺での雪崩災害はありません

でした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多量の降雪と強風に見舞われた 2 月下旬に、

新潟県妙高市の妙高山周辺で流下距離 1.5km

を超える大きな表層雪崩が、幕の沢地区(17 日)，

杉の原地区(28 日)で発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸い両地区ともに人的被害はありません

でした｡当センターでは杉の原地区に発生翌

日に、発生域での積雪断面観測や走路・堆積

域の状況、被害状況など現地調査を行いまし

た。また幕の沢地区の合同現地調査にも参加

しました。 

現在、航空写真やレ

ーザー計測により、発

生時の積雪状況及び雪

崩の流下･堆積状況を

把握し、発生条件及び

動態を解明しています。 

第２回地すべり防止施設点検学習会 
利根川水系砂防事務所、群馬県砂防課の主

催で、2 月 6、7 日に群馬県藤岡市及び譲原地

すべり地において実施され、43 名（関東地整

11 名、関東ブロックの都県 25 名、市 2 名）

が参加されました｡ 

当センターは地すべりチームと共に技術

支援を依頼され、丸山

総括主任研究員が地表

水・地下水排除工の維

持管理の重要性と点検

ポイントを講義しまし

た。実習では譲原地す

べりにて集水井、横ボ

ーリング工の集水管の観察などを行いました。

当センターで持参した管内カメラにより横ボ

ーリング孔内を鮮明な画像で確認しました。 

新潟県土木部長からの御礼状 

 3 月 14 日に新潟県庁において「平成 19 年

新潟県中越沖地震御礼状」を、土木研究所を

代表し、花岡所長が金

子博土木部長から授与

されました（写真上）。 

 中越沖地震発災直後

から土研の各チームに

よる災害調査と技術的

な支援に対するお礼を

表するもので、当セン

ターは特に国道 352 号

大崎地区の復旧対策の

助言等を行いました。 

11 月 22 日には泉田

知事からも感謝状をい

ただいています（同下）。 
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●積雪層構造観測点 

■破断面厚さ測定点 

破断面 

杉の原地区発生域状況 
（2 月28 日新潟県警察生活安全部地域課航空隊撮影） 

杉の原地区
破断面状況（2 月 29 日）

破断面厚さ

＝1.7m

2007-08 冬期の雪崩発生状況     (※被災地点)

月日 発生箇所 発生標高 流下距離 被災状況
11/13 北海道上ホロカメットク山 1,820m付近 393m  登山者1名巻込れ救助

11/23 北海道上ホロカメットク山 1,630m付近 430m  登山者4名死亡,1名負傷

12/18 長野県白馬村平川左岸 1,600m付近  重機1台巻込れ,1名負傷

12/31 岐阜県高山市槍平小屋付近 1,990m付近※  登山者4名死亡

2/1 新潟県妙高市三田原山 2,100m付近  ｽﾉｰﾎﾞｰﾀﾞｰ1名負傷

2/3 長野県栂池高原スキー場 1,400m付近※ 300m  ｽｷｰﾔｰ2名死亡

2/9 長野県千畳敷カール －  登山者1名死亡

2/17 新潟県妙高市幕の沢 1,700m付近 約3km  樹林破壊

2/28 新潟県妙高市杉の原 2,260m付近 約1.5km  ｽｷｰ場ﾘﾌﾄ小屋一部損壊

3/8 岩手県八幡平市源太ヶ岳 1,545m付近  登山者2名死亡

横 ボーリングの検 尺



図 2 加熱式地下水検層 

（大久保地蔵地すべり）

写真１動的リングせん断試験機 
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 下部ヒータと下部センサーの温度差のグラフ 

：温度差が大きい箇所。地下水流によりセンサー

の温度が低下している。 

加熱式地下水検層 （温度℃）

図 3 地下水流下経路調査  大久保地蔵地区

（オルソフォトーと DEM から作成した鳥瞰図）

研究ノート 
中越地震地すべり地で新たな地下水調査 

 中越地震によって不安定化した地すべり地

において、地すべり対策が検討されています

が、激甚な地震により「水みち」が変わった

ともいわれています。このため、北陸地方整

備局湯沢

砂防事務

所のご協

力のもと、

受託によ

り、大久

保地蔵地

すべり地、

研究交付

金により

小松倉地

すべり地

（図 1）

を対象と

して、地

すべり地の地下水状況を的確に把握するため

（図 2）、当センタ

ーが新たに開発し

た加熱式地下水検

層法、酸素溶解式

地下水追跡法導入

に調査を実施しま

した。これら簡便

で的確に判明でき

る手法により、複

雑な両地区の水み

ちの実態が明らか

になりつつありま

す（図 3）。  
 

地すべり土塊の動的リングせん断試験 

 中越地震では、従来事例がないとされた地

震による再滑動地すべりが、数多く発生しま

した。これらは地震により斜面内土中におけ

る間隙水圧の上昇による、土の強度の低下が

主たる要因と考えられます。当センターでは、

リングせん断試験機に新たにダイレクトドラ

イブモーターを

用いた地震力載

荷装置を取り付

け、地震時の斜

面内の工学的な

現象が再現可能

な動的リングせ

ん断試験機（写

真１）に改造し

ました。本年度

は、湯沢砂防事

務所からの受託

により、中越地震で発生した泥岩系の西種苧

原、シルト岩系の東竹沢の地すべり地におけ

るすべり面付近

の試料を用い、

地すべり斜面の

深い部分と浅い

部分（土かぶり

圧である垂直荷

重を設定）での

地震時の強度特

性を明らかにする試験を実施しました。  
【トピックス】ｆｇ  
スロヴェニア共和国リュブリヤナ大教授 

Matjaz MIKOS 博士来所 

 スロヴェニア共和国のリュブリヤナ大学土

木・測地工学部副部長で、国際学会インター

プリベントの理事兼学術委員長を務める

Matjaz MIKOS 博士が､新潟大丸井英明教授の

ご紹介で、3 月 7 日に当センターを訪問され

ました。中越沖地震によって発生した米山地

区及び青海川地区地すべりの現場を調査し、

センターでは施設見学後､当センターが取り

組んでいる地震時地すべりの挙動などについ

て意見を交換しました。 
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写真 2 試験の実施状況 
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米山地区海側に面した  

岩盤地すべり現場  

図  1 調査位置  



【研究ノート】 

2007－2008 年冬期雪崩現地観測中間報告 

当センターでは以下の雪崩現地観測を実

施しております。 
観測地 観測項目 

糸魚川市 柵 口地区 
雪 崩 映 像 (3)・震 動 (1)・雪 崩
衝撃力・気 象  

白馬村白 馬 八方地区 
雪 崩 映 像 (1) ・ 震 動 (2) ・ 気
象・積雪断 面 観察 

糸魚川市 寒 谷地区 雪崩映像 

 柵口地区の山麓局(520m)及び白馬八方地区

の山頂局(1,680m)に設置した気象観測点の日

最深積雪深の推移を、豪雪年,少雪年ともに示

しました(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柵口の積雪深は、12 月末から 2 月下旬にか

けて徐々に増加し、2 月中旬に 380 cm に達し、

平均よりやや少ない程度でした。また、白馬

八方は強風により積雪の移動が著しく、積雪

深からただちに降雪量の変化を推定できませ

んが、年末頃に顕著な大雪がみられました。 

 現在、雪崩映像判読によって雪崩の発生状

況を確認しています。柵口では、山麓局に設

置した地震計記録を当センターで随時確認で

き、震動波形と映像から雪崩発生を把握して

います。0.01 cm/s の震動速度を引き起こす

ような比較的規模の大きな雪崩は、1 月中旬

から 3月下旬にかけて 14例が観測されていま

す（図 2）。2 月 15 日までは気温が低い降雪時

に発生している一方、2 月下旬以降は気温が

上昇した時期での発生が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 4 日に発生した雪崩は、雪崩誘導堤に

衝突・飛散し、高さ 14 ｍに設置した映像観

測用カメラまで及んでいます（図 3）。速度は

15 m/s 程度と推定され、視界が悪く詳細はわ 

 

 

かりません。誘導堤に設置した圧痕板を回収

後、衝撃圧を算出する予定です。 

 一方、白馬八方では大規模な雪崩は確認さ

れていません。雪崩発生区域に近い稜線でほ

ぼ 2 週間毎に行った積雪断面観測では、2 月 6

日及び 3 月 11 日に確認された「降雪結晶」，「こ

しもざらめ雪」の弱層の強度は比較的安定して

いました。地震計のデータを回収後、悪天候

時等の雪崩発生を確認します。（文責：伊藤） 

なお、12 月 18 日午前 10 時 45 分頃に白馬八

方観測地に隣接する平川左岸において、3 箇

所で雪崩が発生し、工事道路を走行中の重機

1 台が巻き込まれました（写真①）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センターの実施している山頂部観測点

（写真⑤）の気象と 25 日に実施した積雪断面

観測の結果を分析しましたが、雪崩発生原因

と考えられる弱層は確認されませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、レーダー降水量データを用いた解

析にも取り組んでいます。 
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図2 柵口山麓局の気温・積雪深と規模の大きな雪崩震動
の発生日時 

図 3 柵口雪崩斜面の様子（左）と 2 月 4 日の雪崩映像（右）
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図 1 日最深 積雪の推移 
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【【新新規規研研究究課課題題のの紹紹介介】】  
  
 重点研究「地震に伴う地すべり土塊の強度変
化特性に関する研究」（平成 17～19 年）におい
て、中越地震で再滑動した地すべり現象の機構
を解明し、地震で再滑動する地すべりの危険度
評価方法を提案しました。 

平成 20 年度から新たに、「地震時における再
滑動地すべりの危険度評価に関する研究」とし
て、突発的かつ広域的に地すべり土塊を不安定
化させる激甚な地震に対し、中越地震の成果に
基づき、「中越沖地震」、「善光寺地震」、「高田
地震」などを事例に第三紀層における地震で再
滑動する地すべりの危険度評価手法の検討に着
手します。 

善光寺地震における地すべり発生状況を詳細に記録した

青木氏絵図（桜村土肥坂望たたら村） 

 
【トピックス】 「研究発表等」 
第 20 回ふゆトピア研究発表会 

2 月 1 日北海道千歳市で開催された「冬とピ

ア」に花岡所長と岩崎交流研究員が参加し、以

下の研究発表を行いました。 

・雪崩現地観測および雪崩映像解析手法の高度化に関する

研究 (花岡,伊藤,中野,岩崎)－写真 

・豪雪時の雪崩危険箇所点検および応急対策手法に関する

研究 (岩崎,花岡,
中野) 

前者では、

雪崩現地観測

映像を編集し

た「雪崩映像

ハイライト」

を初めて公開

しました。 

平成19年度土研新技術ショーケースin東京 

2 月 9 日東京都新宿野口英世記念会館で実施

した「土研ショーケース」で「地すべり地にお

ける地下水調査法」を花岡所長が紹介しました。 
 
【思い出】（(Since 1970) 主査 阿部 悦 
 
 3 月 31 日をもって定年退職となります。 
 在職中は、たくさんの方々に支えられ、大過

なく勤めさせていただきましたことに感謝して

おります。 
 永年勤務しました職場について懐かしい思い

出がいっぱいあります。「地すべり試験所」→

「新潟試験所」→「雪崩・地すべり研究センタ

ー」と名称が変わりましたが、私には、新潟試

験所という名称が１番染み付いております。 
 1964 年 12 月に妙高村関山に人工雪崩観測施

設が設置され、翌年に人工雪崩実験を行いまし

た。その頃、大勢の職員がいました（写真１）。 

 大型地すべり実験装置、低温実験施設、圧雪

作成及びすべり測定装置、構内気象観測装置、

等々と構内施設が完成し、多くの研究成果が残

されています。現地では、猿供養寺試験地、能

生町柵口において雪崩総合観測システム、沖見

地すべり試験地に地すべり調査のための光ファ

イバセンサ現地試験施設を設置しました。 
現在の国道１８号新井道の駅周辺で、厳しい

環境の中で吹雪実験、ガードレール等の実験・

調査を行っていました。 
 構内・室内・現地での調査実験は、どれにし

ても環境の良い時期に行われていませんので、

研究担当者のご苦労は大変なものでした。 
でも、仕事は大変でしたが、時々構内で楽し

んでいましたことを思い出します（写真２）。 

写真１ 昭和 49 年の職員集合写真 
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土砂管理研究グループ  雪崩・地すべり研究センター 

住所：〒944-0051 新潟県妙高市錦町2-6-8 
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ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰがご覧になれます。雪崩動画も見られます! 

写真 2 昭和 59 年ころ、構内にて 


